
 

 

 

 

本プロジェクトは、自ら社会課題を見つけ、課題解決に向けて挑戦したり、他者との協働により解

決に向けて探究したりするなど、生徒が新たな価値を創造して活躍できるよう、実社会や実生活との

関わりの中で設定した課題の解決を図ることで、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力や、

探究活動を実社会での価値創造に結び付ける力を育成することをねらいとしています。 

本プロジェクトに参加する生徒は、本プログラムを通じて探究活動に取り組み、令和８年１月に成

果を発表します。成果発表会では審

査を行い、上位チームは、１月31

日（土）に開催する「Ezo探究

-festival」に参加する予定です。 

今回は、令和７年７月29日（火）

に、オンラインセミナーを実施しま

したので、その様子をお伝えします。 

 

 

１ オンラインセミナーの概要（令和７年７月 29 日（火）実施 ７校 18 名参加 

○講師  

北海道大学 産学・地域協働推進機構スタートアップ創出本部 特任准教授 椎名 希美 氏 

小樽商科大学 グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門 学術研究員 大湊 亮輔 氏 

株式会社すみか 代表取締役 月館 海斗 氏 

 

【起業家マインド講座、アントレプレナー事例紹介】 

北海道大学の椎名先生に「アントレプレナ

ーシップとは何か」をテーマに講義をしてい

ただきました。「アントレプレナー」とは、

単に起業を指すのではなく、「変化をチャン

スと捉え、自ら進んで行動し、価値を生み出

す人力」であり、誰にでも必要な姿勢である

ことを、中高生による起業を含む、様々な事

例を通して紹介していただきました。 

また、社会の急速な変化を踏まえ、高校生自身が日常の中でアントレプレナーシップを発揮するこ

とが大切であることも説明していただきました。社会課題から身近な困りごとまで、様々な課題の解

決のため、気付きと行動がアントレプレナーとしての出発点になります。身近な課題が、解決された

時に価値が生まれるので、どのような分野であっても、自分の関心から行動を始めることの重要性が

強調されました。 

 

【起業家との対話】 

 「起業家マインド講座」を踏まえ、Beeber Global CEO の川手 紅梨子 様と、MagnoRea（オ

カラダサラダ）代表の吉野 真由 様の２名の学生起業家をお招きし、対話の時間を設けました。 

 川手様からは、異文化理解・実践の機会不足

と機会格差に課題を感じ、異文化理解の実践の

場の提供や、海外に行く前のファーストステッ

プを作りたいとの思いから起業を目指したこと

についてお話しいただきました。 
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 また、吉野様からは、お祭りなどで使用される

紙皿が大量廃棄されているという課題と、流通し

ない規格外の野菜や、食品加工の過程で廃棄され

る野菜があるという課題を掛け合わせて、食べら

れるお皿を作りたいとの思いから起業を目指した

ことについてお話しいただきました。 

 川手様と吉野様から起業の経緯や企業の業務に

ついて説明があり、その後、参加生徒と対話をしました。生徒からは、「外国の人々と一緒に仕事をす

る際の難しさは何ですか？」や「起業に係る資金はどのくらい必要ですか？」、「社会のニーズを把握

するにはどうしたらよいですか？」などの質問が寄せられました。お二人からは、社会のニーズを把

握することの難しさや、起業することは目的ではなく手段であることなど、ご自身の経験から非常に

示唆に富んだ話をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

 最後に、本日学んだことや気付いたことなどについて、３名の生徒から発表していただきました。 

２ 参加者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

○ 身近な困りごとから起業できるという話が印象的でした。社会課題だけでなく、自分自身

の経験や気付きからも価値を生み出せると知り、自分も挑戦してみたいという気持ちが強く

なりました。 

○ 学校で起業を学ぶことはなかったので、大変勉強になりました。起業や社会課題の解決に

は多様な知識が必要であると感じました。今回の講義を通じて、ただ思いつくだけではなく、

実際に行動に移すための視点をもち準備をすることの重要性を知ることができました。 

【参加生徒の声】 

○ 新しい仲間や考え方に出会うこと、自分の視野を広げることを楽しみにしており、課題の

発見や意見交換を通じて自分を成長させたいと思った。 

○ 探究活動に不安はあるけれど、今回の機会を通じて思考力を高め、新しい発想や行動力を

得て、自分を変えるきっかけにしたい。 

○ 多様な人の考え方や価値観に触れ、これまで知らなかった世界を知ることで、自分の視野

が広がり、大きな刺激となった。同世代の発言力に感心し、自分も学びたいと感じた。 

○ 周囲の発言や姿勢に驚きと感動を覚え、初めて聞く内容ばかりだったが、起業というテー

マに強い関心をもつようになった。感嘆と興奮の連続で、大きな影響を受けた。 


